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校長  渡邉  幸二  

明けましておめでとうございます。夢を見ても起きてしまうとほとんど覚えていない

私ですが、今年の初夢は何となく記憶がありました。 

初夢～夢を形に 

それは｢学校｣の夢でした。ある学年の担任になったのですが、結構大変な子どもたち

が散見されるクラスのようでした。しかし、そこに悲壮感はなく、逆にこれからの子ど

もたちの成長を楽しみにしている自分がいたように思います。 

そもそも教師を志したのは、子どもと共に過ごす中で、子どもたちの成長を見守って

いくというか、その成長に関与できる、支援していけるからでした。その喜びがあれば

こそ、少々の無理もがんばれたし、辛い出来事も乗り越えられたのだと思います。 

教職に就き最後の年を迎えるにあたり、「子どもたちを一丁前に成長させたい」とい

う初心に帰り全力投球していきます。 

そこで、これからの浜田小学校像を思いっきり語ってみたいと思います。と言っても

構想段階のものも多いので、実現については全くの未知数ですが、職員のみなさまから

もぜひ共感いただき、そしてその実現に向けてご尽力いただきたいと願っています。 

 

 

新年の抱負 
これからの浜田小学校像 



「じりつ と 公益･貢献」に向けてチャレンジしたいこと 

〇浜田｢第一｣プロジェクト 

 ・子どもの｢じりつ｣を第一に据える 

    すべての教育活動を｢じりつ｣の面から再考してみる 

     →教師が段取りし過ぎず、子どもに考えさせる 

      学習面のみならず、生活・健康・体力・食育等、すべての面で｢じりつ｣を志向する  

 ・公益・貢献活動を第一に考える 

    生活科・総合はもちろん、各教科でももっと外に発信・表現していく  

    町かど美術館・音楽会、発表会・コンクール等への参加  

 ・授業を第一にする 

    授業づくり、学級づくりを第一に 

    行事等のねらい・価値を第一に 

〇もったいないプロジェクト 

＜もったいないので・・・＞ 

 ・保護者の負担軽減 

    算数セット、書き初めセット・・・ 

    リサイクルの推進  

 ・時間と労力削減（働き方改革） 

    校務分掌の優先化・重点化（最小化） 

    経営概要・通知表の検討  

    専門家・校外支援員への要請、ＰＴＡの協力  

 ・図書司書の活用 

    図書室改革、学習センター化  

    さらなる一工夫  

＜もったいないけど・・・＞ 

    不要図書の一掃（移動・廃棄） 

 ・学校の断捨離 

    物置、空き教室、職員室等の整理整頓  

    北校舎システムの廃止、北校舎の再利用  

〇見える化プロジェクト 

 ・名前の見える化 

    ネームプレート改革 ＆ 全校児童・地域の方の名前を覚える、名前を読んで挨拶する 

 ・課題・問題の見える化 

    すべての教職員で同一方向対応のために 

 ・企画の見える化 

    ネーミングにより全職員意識化へ････総合的な学習＝「HAMADA ミライ科」 

 ・学校経営説明のさらなる見える化 

    応援団としての学校評議員会  

    学校公開（さらなる連携、研究授業の保護者公開、代表委員会公開） 
  

♦その他、検討中のもの 

〇 （        ）の廃止 

 

♦次の会議までにお考えいただきたいこと 

① （        ）の休止 

       ただし、条件として 

 

② （        ）の検討 

 
 

だからこそスクラップ！ 


